
２ 平成23年主要災害種類別被害概況



(1) 平成22年12月下旬以降の降雪等による農作物被害

平成22年12月下旬以降の降雪等の影響により、主に果樹で樹体損傷等、野菜で茎葉の折損や腐敗

等の被害が発生し、被害面積は2,150ha、被害見込金額は24億4,000万円となった。

ア 気象概況

平成22年12月下旬以降、強い寒気が断続的に日本付近へ流れ込んだため、ほぼ全国で気温が低

く各地で大雪になった。

イ 作物別被害

作物別の被害見込金額は、果樹が20億6,000万円（被害総額の84％）と最も大きく、次いで野

菜が３億4,800万円（同14％）となった。

ウ 都道府県別被害

都道府県別の被害見込金額は、秋田県が18億1,000万円（被害総額の74％）と最も大きく、次

いで鳥取県が２億5,700万円（同11％）となった。

表１－１ 被害概況（総括表）

注：１ 被害面積欄に示されている「30％以上」は、被害量が平年（平均）収量の30％以上あった面積を

いう（以下の各表において同じ。）。

２ その他農作物は切り花及び種苗・苗木類、球根等である（以下の各表において同じ。）。

３ 被害量の単位は、切り花及び種苗・苗木類は千本、球根は千球、鉢もの類は千鉢、切り葉は千枚、

それ以外はｔである（以下の各表において同じ。）。

区 分 主 な 被 害 地 域
30％以上

ha ha t 100万円 ％

総 数  2,150  1,320  12,100  2,440  100 

 385 千本

 13 千鉢

雑 穀 ・ 豆 類  0  0  0  0  0 島根

野 菜  431  117  1,140  348  14 鳥取、島根、鹿児島

果 樹  1,680  1,200  10,900  2,060  84 秋田、山形、島根

工 芸 農 作 物  1  0  1  0  0 島根、京都

飼 肥 料 作 物  32 -  55  1  0 鹿児島

そ の 他 農 作 物  3  1  385 千本  29  1 島根、鹿児島、鳥取

 13 千鉢

構 成 比
被 害 面 積

被 害 量 被害見込金額



(2) 台風第１号、第２号、第５号及び梅雨前線に伴う大雨による農作物被害

台風第１号、第２号、第５号及び梅雨前線に伴う大雨により、工芸農作物の葉たばこ、さとうき

び等で潮風害の発生、麦類で倒伏や穂発芽等の被害が発生し、被害面積は９万900ha、被害見込金

額は118億円となった。

ア 気象概況

台風第１号は、５月10日に沖縄県に接近した後、鹿児島県沖に進み、12日に熱帯低気圧に、13

日に温帯低気圧に変わった。台風接近により、日本付近に停滞していた梅雨前線が活発になり、

西日本を中心に各地で記録的な大雨となった。

台風第２号は、非常に強い勢力から強い勢力を保ったまま、５月28日に沖縄諸島に接近した後、

速度を速めて29日に九州南部に接近し、四国沖で温帯低気圧に変わった。台風第１号と同様、活

発になった梅雨前線の影響により、広い範囲で記録的な大雨となった。

台風第５号は、６月24日に南西諸島に接近し、25日にかけて先島諸島を通過した後、東シナ海

を北上した。台風に向かって暖かく湿った空気が流れ込んだため、九州以北でも大気の状態が不

安定となり、各地で大雨となった。

イ 作物別被害

作物別の被害見込金額は、工芸農作物が49億4,000万円（被害総額の42％）と最も大きく、次

いで麦類が35億8,000万円（同30％）となった。

ウ 都道府県別被害

都道府県別の被害見込金額は、沖縄県が48億9,000万円（被害総額の41％）と最も大きく、次

いで福岡県が16億3,000万円（同14％）となった。

表２－１ 被害概況（総括表）

区 分 主 な 被 害 地 域
30％以上

ha ha t 100万円 ％

総 数  90,900  18,300  158,900  11,800  100 

 4,530 千本

水 陸 稲  3,420  168  991  201  2 秋田、沖縄、鹿児島

麦 類  57,100  16,000  57,800  3,580  30 福岡、佐賀、熊本

か ん し ょ  51 -  83  8  0 沖縄、鹿児島、京都

雑 穀 ・ 豆 類  1,410  69  300  46  0 山形、秋田、鹿児島

野 菜  1,330  499  8,510  1,350  11 沖縄、長崎、鹿児島

果 樹  3,270  554  5,090  1,540  13 和歌山、沖縄、鹿児島

工 芸 農 作 物  23,600  1,020  83,700  4,940  42 沖縄、鹿児島、長崎

飼 肥 料 作 物  631  49  2,470  29  0 兵庫、鹿児島、佐賀

そ の 他 農 作 物  14  10  0  141  1 鹿児島、沖縄、長野

 4,530 千本

構 成 比
被 害 面 積

被 害 量 被害見込金額



(3) 北海道における６月10～11日の降ひょう等による農作物被害

６月10～11日の降ひょう等により、北海道において、野菜、工芸農作物のてんさい等で茎葉の損

傷及び折損等の被害が発生し、被害面積は4,530ha、被害見込金額は12億1,000万円となった。

ア 気象概況

６月10日から11日にかけて、北海道上空に寒気が入ったことにより、大気の状態が不安定とな

り、オホーツク地域及び上川地域の一部で降ひょうや大雨となった。

イ 作物別被害

作物別の被害見込金額は、野菜が11億1,000万円（被害総額の92％）と最も大きく、次いで工

芸農作物が6,000万円（同５％）となった。

表３－１ 被害概況（総括表）

区 分
30 ％ 以 上

ha ha t 100万円 ％

総 数  4,530  676  24,600  1,210  100 

水 陸 稲  4  0  0  0  0 

麦 類  656 -  106  7  1 

雑 穀 ・ 豆 類  243  63  126  30  2 

野 菜  2,010  607  19,000  1,110  92 

工 芸 農 作 物  1,560  6  5,070  60  5 

飼 肥 料 作 物  58 -  264  2  0 

構 成 比
被 害 面 積

被 害 量 被害見込金額



(4) 台風第６号による農作物被害

台風第６号により、水稲で浸冠水や穂ずれ等の発生、野菜で茎葉の損傷等の被害が発生し、被害

面積は４万2,400ha、被害見込金額は33億2,000万円となった。

ア 気象概況

台風第６号は、超大型で非常に強い勢力を保ったまま、７月17日に沖縄県の大東島地方に接近

した後北上し、18日に九州、四国、本州の一部が暴風域に入った。20日０時30分頃に徳島県南部

に上陸した後、勢力を弱めながら東へ進み、潮岬付近を通過、東海道沖で南東に向きを変え、さ

らに関東の南東海上で北に向きを変えて24日に三陸沖で温帯低気圧となった。

イ 作物別被害

作物別の被害見込金額は、水陸稲が15億9,000万円（被害総額の48％）と最も大きく、次いで

野菜が８億3,600万円（同25％）となった。

ウ 都道府県別被害

都道府県別の被害見込金額は、徳島県が10億7,000万円（被害総額の32％）と最も大きく、次

いで三重県が９億7,300万円（同29％）となった。

表４－１ 被害概況（総括表）

区 分 主 な 被 害 地 域
30％以上

ha ha t 100万円 ％

総 数  42,400  649  29,200  3,320  100 

 501 千本

水 陸 稲  31,200  431  7,800  1,590  48 三重、徳島、宮崎

か ん し ょ  403 -  185  16  0 鹿児島、徳島

雑 穀 ・ 豆 類  746  20  158  27  1 愛知、三重、徳島

野 菜  2,260  15  2,010  836  25 徳島、高知、宮崎

果 樹  1,080  43  941  251  8 徳島、香川、愛知

工 芸 農 作 物  3,230  20  2,200  422  13 宮崎、大分、高知

飼 肥 料 作 物  3,450  120  15,900  160  5 宮崎、鹿児島、大分

そ の 他 農 作 物  12  0  501 千本  18  1 徳島、鹿児島、宮崎

構 成 比
被 害 面 積

被 害 量 被害見込金額



(5) 平成23年７月新潟・福島豪雨による農作物被害

平成23年７月新潟・福島豪雨により、水稲、果樹等で浸冠水、土砂流入等の被害が発生し、被害

面積は２万800ha、被害見込金額は56億8,000万円となった。

ア 気象概況

７月27日から30日にかけて、新潟県と福島県会津を中心に大雨となった。特に、28日から30日

にかけては、前線が朝鮮半島から北陸地方を通って関東の東に停滞し、前線に向かって非常に湿

った空気が流れ込み、大気の状態が不安定となって、新潟県と福島県会津を中心に記録的な大雨

となった。

イ 作物別被害

作物別の被害見込金額は、水陸稲が29億円（被害総額の51％）と最も大きく、次いで果樹が17

億2,000万円（同30％）となった。

ウ 都道府県別被害

都道府県別の被害見込金額は、新潟県が54億2,000万円と最も大きく、被害総額の95％を占め

る被害となった。

表５－１ 被害概況（総括表）

区 分 主 な 被 害 地 域
30％以上

ha ha t 100万円 ％

総 数  20,800  2,600  23,300  5,680  100 

 399 千本

 414 千鉢

水 陸 稲  18,100  1,450  11,400  2,900  51 新潟、福島

か ん し ょ  14  2  74  8  0 新潟

雑 穀 ・ 豆 類  1,600  449  679  88  2 新潟、秋田、福島

野 菜  769  345  3,420  843  15 新潟、福島

果 樹  304  302  7,300  1,720  30 新潟、福島

工 芸 農 作 物  2  2  1  0  0 新潟

飼 肥 料 作 物  45  37  439  5  0 新潟

そ の 他 農 作 物  14  8  399 千本  121  2 新潟、福島

 414 千鉢

構 成 比
被 害 面 積

被 害 量 被害見込金額



(6) 台風第９号による農作物被害

台風第９号により、工芸農作物のさとうきびで茎葉の損傷や潮風害の発生、野菜で茎葉の損傷等

の被害が発生し、被害面積は１万8,600ha、被害見込金額は11億4,000万円となった。

ア 気象概況

台風第９号は、８月３日に沖縄県を暴風域とした後、長時間にわたって暴風域に留まり続け、

沖縄本島のすぐ西をゆっくりと北西へ進んだ。

なお、６日午前までの24時間雨量が本部町及び名護市で観測史上最高値を記録した。

イ 作物別被害

作物別の被害見込金額は、工芸農作物が７億4,300万円（被害総額の65％）と最も大きく、次

いで野菜が２億4,800万円（同22％）となった。

ウ 都道府県別被害

都道府県別の被害見込金額は、沖縄県が８億7,200万円と最も大きく、被害総額の76％を占め

る被害となった。

表６－１ 被害概況（総括表）

区 分 主 な 被 害 地 域
30％以上

ha ha t 100万円 ％

総 数  18,600  61  36,300  1,140  100 

 480 千本

野 菜  192  50  801  248  22 沖縄、鹿児島

果 樹  577  5  463  137  12 沖縄、鹿児島

工 芸 農 作 物  17,500  6  34,900  743  65 沖縄、鹿児島

飼 肥 料 作 物  300 -  90  1  0 鹿児島

そ の 他 農 作 物  8 -  480 千本  11  1 鹿児島

構 成 比
被 害 面 積

被 害 量 被害見込金額



(7) 台風第12号による農作物被害

台風第12号により、豆類で色流れや発芽等の発生、水稲で浸冠水や倒伏等の被害が発生し、被害

面積は９万3,400ha、被害見込金額は58億9,000万円となった。

ア 気象概況

台風第12号は、日本の南海上をゆっくり北上して９月３日10時前に高知県東部に上陸し、四国

地方、中国地方を縦断して４日未明に日本海へ進んだ。その後もゆっくり北上を続け、５日に温

帯低気圧に変わった。

台風第12号は動きが遅く、上陸後も大型の勢力を保っていたため、長時間にわたって台風周辺

の非常に湿った空気が流れ込み、西日本から北日本にかけての広い範囲で記録的な大雨となった。

イ 作物別被害

作物別の被害見込金額は、雑穀・豆類が23億5,000万円（被害総額の40％）と最も大きく、次

いで水陸稲が18億2,000万円（同31％）となった。

ウ 都道府県別被害

都道府県別の被害見込金額は、北海道が24億4,000万円（被害総額の41％）と最も大きく、次

いで三重県が４億6,000万円（同８％）となった。

表７－１ 被害概況（総括表）

区 分 主 な 被 害 地 域
30％以上

ha ha t 100万円 ％

総 数  93,400  6,130  30,600  5,890  100 

 1,600 千本

 170 千鉢

水 陸 稲  70,200  475  8,690  1,820  31 三重、島根、和歌山

雑 穀 ・ 豆 類  17,100  5,220  8,640  2,350  40 北海道、三重、福井

野 菜  1,830  208  5,860  861  15 埼玉、群馬、北海道

果 樹  2,630  123  2,720  692  12 山梨、和歌山、愛知

工 芸 農 作 物  512  43  2,220  42  1 北海道、群馬、兵庫

飼 肥 料 作 物  1,180  48  2,470  25  0 群馬、北海道、滋賀

そ の 他 農 作 物  9  5  1,600 千本  98  2 和歌山、兵庫、徳島

 170 千鉢

構 成 比
被 害 面 積

被 害 量 被害見込金額



(8) 台風第15号による農作物被害

台風第15号により、野菜で茎葉の損傷や根腐れ、果樹で落果や傷果等の被害が発生し、被害面積

は７万9,300ha、被害見込金額は47億6,000万円となった。

ア 気象概況

台風第15号は、９月15日に南大東島に接近した後、南大東島の西海上を３日間かけて反時計回

りに円を描くように一周し、その後、速度を速めるとともに急速に勢力を強め、四国の南海上か

ら紀伊半島に接近した後、21日14時頃に静岡県浜松市付近に上陸し、強い勢力を保ったまま東海

地方から関東地方、そして東北地方を北東に進んだ。台風は、その後21日夜遅くに福島県沖に進

み、22日に千島近海で温帯低気圧に変わった。

台風第15号が南大東島の西海上にしばらく留まり、湿った空気が長時間にわたって本州に流れ

込んだことと、上陸後も強い勢力を保ちながら北東に進んだことにより、西日本から北日本にか

けての広い範囲で、暴風や記録的な大雨となった。

イ 作物別被害

作物別の被害見込金額は、野菜が13億4,000万円（被害総額の28％）と最も大きく、次いで果

樹が13億2,000万円（同28％）となった。

ウ 都道府県別被害

都道府県別の被害見込金額は、茨城県が11億2,000万円（被害総額の24％）と最も大きく、次

いで静岡県の８億200万円（同17％）となった。

表８－１ 被害概況（総括表）

区 分 主 な 被 害 地 域
30％以上

ha ha t 100万円 ％

総 数  79,300  2,010  35,300  4,760  100 

 5,970 千本

 3 千鉢

 118 千球

 16 千枚

水 陸 稲  46,400  364  5,710  1,250  26 茨城、新潟、静岡

か ん し ょ  421 -  251  45  1 徳島、鹿児島、愛媛

雑 穀 ・ 豆 類  8,160  1,380  1,390  271  6 茨城、宮城、鹿児島

野 菜  5,950  149  9,570  1,340  28 茨城、静岡、徳島

果 樹  7,760  71  5,370  1,320  28 茨城、長野、静岡

工 芸 農 作 物  9,170  3  11,500  267  6 鹿児島、沖縄、栃木

飼 肥 料 作 物  1,370  33  1,530  17  0 青森、岩手、北海道

そ の 他 農 作 物  59  8  5,970 千本  254  5 静岡、愛知、茨城

 3 千鉢

 118 千球

 16 千枚

構 成 比
被 害 面 積

被 害 量 被害見込金額


